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「
ス
キ
ー
板
を
買
い
替
え

た
よ
」。
先
ご
ろ
参
加
し
た

シ
ニ
ア
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
で

聞
い
た
声
。
八
十
歳
前
と
見

え
る
男
性
だ
。
お
相
手
も
ほ

ぼ
同
年
配
か
▼
私
と
同
年
の

知
人
女
性
も
「
ス
キ
ー
ウ
エ

ア
を
新
調
し
た
」
と
誇
ら
し

く
話
し
た
。
私
は
ス
キ
ー

板
、
ウ
エ
ア
と
も
こ
こ
七
、

八
年
、
同
じ
も
の
を
使
っ
て

い
る
。
新
品
が
欲
し
い
▼

「
だ
が
、
待
て
」。
な
ぜ
か
こ

ん
な
声
が
す
る
。「
新
品
に

替
え
て
あ
と
何
年
、
滑
る
つ

も
り
か
」
と
。
何
ら
問
題
な

い
今
の
板
と
ウ
エ
ア
。「
し

ば
ら
く
は
使
い
ま
す
」。
結

局
、
自
問
自
答
し
て
納
得
す

る
▼
昨
秋
、
古
希
を
迎
え

た
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識

し
な
か
っ
た
が
、
節
目
の
ご

と
く
頭
の
隅
に
年
齢
が
こ
び

り
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
気
が

す
る
。
ス
キ
ー
が
で
き
る
身

体
に
感
謝
な
の
だ
が
、
年
の

意
識
が
ど
う
も
勝
っ
て
し
ま

う
▼
人
生
百
年
時
代
へ
、
と

言
わ
れ
る
。
元
気
な
高
齢
者

が
増
え
る
。
だ
が
一
方
で
病

気
な
ど
と
の
付
き
合
い
も
長

く
な
る
。
年
金
も
心
配
だ
。

こ
ん
な
不
安
な
見
通
し
が
年

齢
を
先
に
感
じ
さ
せ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か

く
、
異
次
元
の
高
齢
社
会
が

来
て
い
る
。�

（
松
本
忠
之
）

　
日
本
は
戦
後
七
十
三
年
を

む
か
え
、
成
熟
期
の
最
中
に

あ
り
ま
す
。
高
齢
化
と
と
も

に
、
少
子
化
と
人
口
減
少
化

が
顕
著
で
す
。
こ
の
時
に

あ
っ
て
、
老
い
も
若
き
も
、

実
り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う

す
。
介
護
と
連
動
す
る
「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
強
化

は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。「
団
塊
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
と
な
る
「
二

〇
二
五
年
問
題
」
を
考
え
る

と
必
然
的
な
方
針
で
し
ょ

う
。
眼
科
専
門
医
と
の
関
わ

り
合
い
を
見
極
め
つ
つ
、
改

定
さ
れ
た
項
目
を
活
か
し
て

ゆ
き
ま
す
。

　
第
二
は
、
診
療
体
制
の
再

編
強
化
で
す
。
本
院
に
お
け

る
専
門
診
療
は
、「
日
帰
り

白
内
障
手
術
」・「
硝
子
体
内

注
射
」・「
緑
内
障
予
約
診

療
」
は
定
着
し
て
い
ま
す
。

「
外
来
手
術
」
拡
大
も
検
討

し
ま
す
。
ま
た
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
診
療
は
、「
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
処
方
管
理
は
医

療
」
の
立
場
で
、
若
年
層
の

み
な
ら
ず
中
年
層
や
高
齢
層

で
も
、
安
全
快
適
な
視
生
活

を
確
保
し
て
ゆ
き
ま
す
。
な

お
本
院
を
中
心
に
、
四
条
／

朝
日
会
館
／
駅
前
の
四
診
療

所
体
制
に
し
ま
す
。
大
徳
寺

前
診
療
所
は
、
三
月
末
日
で

閉
院
と
し
、
細
田
眼
科
に
継

承
し
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
第
三
は
、
経
営
基
盤
強
化

で
す
。
経
費
節
減
の
徹
底

で
、
前
年
度
か
ら
飛
躍
的
に

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
設
備
投
資
お
よ
び
四
条

分
院
改
修
に
着
手
し
ま
す

が
、
油
断
し
な
い
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
第
四
は
、
職
員
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
整
備
を
は
か

り
ま
す
。
七
月
か
ら
全
診
療

所
に
昼
休
み
時
間
を
導
入
す

る
の
も
、
そ
の
一
環
で
す
。

本
年
度
は
労
働
時
間
実
態
把

握
と
休
暇
制
度
を
検
討
し
ま

す
。

　
第
五
は
、
法
人
運
営
で

す
。
新
組
合
員
に
継
続
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

基
本
に
、
利
用
率
を
高
め
ま

す
。
組
合
員
活
動
は
、「
百

ま
で
生
き
よ
う
会
」
を
中
心

に
、
自
主
的
運
営
を
支
え
て

ゆ
き
ま
す
。
ま
た
京
大
生
協

と
の
提
携
事
業
、
あ
る
い
は

眼
科
医
療
を
生
活
に
活
か
す

事
業
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
法
人
理
事
会
の
執
行
体

制
の
若
返
り
の
道
筋
も
つ
け

ま
す
。

　
総
代
の
み
な
さ
ん
、
総
代

会
へ
ご
出
席
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
、
国
造
り
を

す
す
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た

ち
は
眼
科
医
療

を
通
し
て
貢
献

し
て
ま
い
り
ま

す
。
基
本
方
針

は
、
頭
記
ど
お

り
に
、
前
年
度
を
引
き
継
い

で
ま
い
り
ま
す
。
当
面
す
る

課
題
は
五
つ
で
す
。

　
第
一
は
、
診
療
報
酬
改
定

へ
の
対
応
で
す
。
改
定
の
特

長
は
、
入
院
医
療
縮
小
・
開

業
医
医
療
重
視
へ
の
転
換
で

　
【
一
斉
休
診
】　
五
月
の
連

休
（
祝
日
）
は
、三
日
（
木
）

～
五
日
（
土
）
の
三
日
間
、

中
野
眼
科
の
す
べ
て
の
診
療

所
で
一
斉
休
診
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
【
受
付
時
間
変
更
】　
五
月

一
日
（
火
）
は
メ
ー
デ
ー
の

た
め
、
す
べ
て
の
診
療
所
の

受
付
時
間
が
午
後
五
時
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い

る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

で
は
、
第
七
十
一
回
通
常
総

代
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◦
日
時
：
六
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

※�

正
午
よ
り
ご
昼
食
を
ご

用
意
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
一

緒
下
さ
い
ま
せ
。

◦
場
所
：
聖
護
院
御
殿
荘

　

�（
熊
野
神
社
よ
り
徒
歩
三
分
）

◦
議
題

①�

二
〇
一
七
年
度
事
業
報

告
・
決
算
関
係
書
類
承

認
の
件
、
監
査
報
告

②�

二
〇
一
八
年
度
事
業
計

画
・
予
算
決
定
の
件

③
定
款
の
一
部
変
更
の
件

④
役
員
報
酬
決
定
の
件

⑤
役
員
選
任
の
件

⑥�

役
員
退
任
慰
労
金
支
給

第
71
回
通
常
総
代
会
に
あ
た
っ
て

昼休み時間設定ついてのお知らせ
　中野眼科では、７月より全診療所で昼休み時間を設け
ることとなります。各診療所での診療時間は下記のとお
りです。ご不明な点などございましたら、各診療所へお
問合せ下さいますよう、どうぞよろしくお願いします。

第
71
回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

の
件

　
総
代
の
み
な
さ
ん
に
は
四

月
末
に
ご
案
内
文
書
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　
総
代
会
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

　
☎
〇
七
五
・
八
二
二
・
二

二
八
六

一
斉
休
診
お
よ
び

　
受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

本　院　（☎075-801-4151）� 日祝休診
診療時間 月 火 水 木 金 土 日/祝

10:00～13:00 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
14:00～17:30 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

四条分院　（☎075-822-0520）� 祝日休診
診療時間 月 火 水 木 金 土 日

10:00～13:00 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14:00～19:00 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18:00まで

〇
17:00まで

朝日会館診療所　（☎075-221-3000）� 火曜休診
診療時間 月 火 水 木 金 土 日/祝

10:00～13:00 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

14:00～19:00 〇 ― 〇 〇 〇 〇
18:00まで

〇
17:00まで

京都駅前診療所　（☎075-361-2626）
診療時間 月 火 水 木 金 土 日/祝

10:00～13:00 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14:00～19:30 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18:00まで

〇
17:00まで

豊
か
な
長
寿
社
会
に
向
け
て

　
協
同
を
基
調
に
経
営
改
革
を
す
す
め

　
　
　
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を

京都医療生協理事長

山田　亮三

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

診療所のある街角で ⑥
【 四条大宮交差点 】

　四条分院のあるビル１階では嵐山ゆきの電車が発着し、こ
の嵐電のりばを中心にした四条大宮交差点には懐かしい昭
和の雰囲気が今も漂っています。かつてはここから松尾橋と
の間をトロリーバスも往来したものでした。� （大森 俊次）
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昨
年
の
師
走
。
葉
室
麟

さ
ん
の
訃
報
に
接
し
た

時
、
驚
き
と
と
も
に
喪
失

み
て
お
き
た

い
、
と
。
同
書

は
京
を
彷
徨
い

つ
つ
、
歴
史
に

目
を
据
え
た
随

凛
と
し
た
時
代
物
の
雰
囲

気
は
、
ど
こ
か
藤
沢
作
品

と
共
通
し
て
い
ま
す
。
若

い
こ
ろ
か
ら
藤
沢
フ
ァ
ン

だ
っ
た
私
は
、
時
に
、
葉

室
さ
ん
の
作
品
に
、
藤
沢

さ
ん
の
作
風
も
偲
び
な
が

き
様
な
ど
を
描
く
展
開
に

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
葉
室
さ
ん
は
、
三

年
前
の
二
月
か
ら
京
都
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

人
生
の
幕
が
下
り
る
前
に

古
都
で
見
る
べ
き
も
の
を

前
、
藤
沢
周
平
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
時
と
似
た
よ
う

な
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

　
葉
室
さ
ん
は
、
五
十
四

歳
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
人
間
味
あ
ふ
れ
る

ら
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
直
木
賞
作
品
の

「
蜩
ノ
記
」、
遺
作
「
玄
鳥

さ
り
て
」、
私
も
好
き
な

高
杉
晋
作
を
描
い
た
「
春

風
伝
」
等
々
。
真
摯
な
生

筆
集
。
葉
室
さ
ん
ら
し
い

人
間
味
あ
る
歴
史
観
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
享
年
六

十
六
歳
。
新
潮
社
、
千
六

百
円
と
税
。

�

（
松
本
忠
之
）

感
も
。「
葉
室

作
品
は
も
う
出

て
こ
な
い
」
と

い
う
寂
し
さ
。

二
十
年
以
上

葉
室
　
麟 

著

 

　﹃
古
都
再
見
﹄

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」の
保
険
導
入
が
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

診
療
の
有
効
性
や
安
全
性
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
は
大
き
な
不
安
が
残
り
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
京
都
医
療
生
協
／
中
野
眼

科
で
は
、
例
年
取
り
組
ん
で

い
る
「
医
療
安
全
の
確
保
」

に
向
け
た
研
修
会
を
、
三
月

十
九
日
（
月
）
に
千
丸
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修

と
し
て
山
田
亮
三
理
事
長
か

ら
﹃
平
成
三
十
年
度
医
療
安

全
の
手
引
﹄（
第
十
六
版
）

に
沿
っ
た
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
二

十
九
年
一
月
～
十
二
月
の
一

年
間
に
発
生
し
た
事
例
報
告

は
百
一
件
で
前
年
よ
り
八
件

減
少
し
て
お
り
、
事
故
扱
い

は
ス
タ
ッ
フ
自
傷
一
件
で
し

た
が
、
事
後
処
理
は
す
べ
て

迅
速
・
正
確
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
患
者
数
に

対
す
る
事
例
報
告
の
割
合

は
、
一
三
四
〇
人
に
一
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
生
場
所
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
傾

向
で
、「
受
付
・
会
計
」
で

七
十
三
件
（
七
二
・
二
％
）、

次
い
で
多
か
っ
た
の
が
「
検

査
・
暗
室
・
中
待
ち
」
で
二

十
件
（
一
九
・
八
％
）、「
診

察
・
処
置
室
」
で
は
四
件

（
四
・
〇
％
）
で
し
た
。

　
事
例
報
告
の
内
容
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
関
連
の
ミ
ス
が
四
十

九
件
と
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
次
い
で
ク
ス
リ
渡
し

ミ
ス
が
十
一
件
あ
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
「
医
療
安
全
管
理

指
針
」
に
則
り
、
引
き
続
き

以
下
の
「
医
療
安
全
の
た
め

の
重
点
目
標
」
を
徹
底
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

【
五
つ
の
重
点
目
標
】

①�

指
差
し
・
音
読
・
反
復
、

そ
し
て
往
復
の
確
認
を
す

る
。

②�

ク
ス
リ
を
し
っ
か
り
覚
え

る
。

③�

対
面
時
に
は
氏
名
を
フ
ル

ネ
ー
ム
で
確
認
す
る
。

④�

受
付
・
検
査
・
処
理
・
手

術
・
会
計
（
ク
ス
リ
渡

し
）
は
患
者
さ
ん
に
左
右

両
眼
の
確
認
を
す
る
。

⑤�

診
察
終
了
時
に
自
主
点
検

（
カ
ル
テ
・
Ｃ
Ｌ
チ
ェ
ッ

ク
等
）
を
励
行
し
事
故
を

未
然
防
止
す
る
。

　
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
適

正
使
用
に
関
す
る
情
報
提
供

等
の
徹
底
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
よ
り
通
達
が
あ
り
ま

し
た
。

　
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お

け
る
報
告
で
は
、
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
使
用
に
関
す
る
眼

障
害
の
危
険
因
子
と
し
て
、

不
適
切
な
ケ
ア
や
長
時
間
又

は
交
換
期
間
を
超
え
た
装
用

等
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び

通
信
販
売
を
利
用
し
た
購
入

者
に
眼
障
害
が
多
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
適
切
に
治
療
を
し
な
け
れ

ば
失
明
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

の
あ
る
感
染
症
角
膜
潰
瘍

等
、
重
篤
な
眼
障
害
の
発
生

を
未
然
に
防
ぎ
、
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
使
用
者
が
安
心
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
使
用
者
自
身
が

不
適
切
な
使
用
に
よ
る
眼
障

害
の
発
生
の
危
険
性
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
添
付
文

書
や
医
療
機
関
の
指
示
に
従

い
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、

高
度
管
理
医
療
機
器
で
あ

り
、
必
ず
医
療
機
関
の
受
診

を
行
い
、
適
正
な
情
報
提
供

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

／
中
野
眼
科
で
は
、「
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
処
方
管
理
は

医
療
」を
掲
げ
、安
全
・
安
心

な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
ご

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
健
や
か
に
老
い
た
い
！

寝
た
き
り
や
ボ
ケ
に
は
な
り

た
く
な
い
！
平
和
で
生
き
が

い
の
あ
る
二
十
一
世
紀
の
日

本
を
見
と
ど
け
た
い
！
」

　
こ
れ
は
一
九
九
〇
（
平
成

二
）
年
、
当
時
八
十
歳
を
迎

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た

故
・
中
野
信
夫
先
生
が
、
京

都
医
療
生
協
の
高
齢
者
サ
ー

ク
ル
「
百
ま
で
生
き
よ
う

会
」
発
足
に
あ
た
っ
て
語
ら

れ
た
思
い
で
す
。
あ
れ
か
ら

三
十
年
近
い
歳
月
が
過
ぎ
た

今
日
日
本
で
は
、
百
歳
以
上

「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」
活
動
紹
介

〜
興
味
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
〜

の
高
齢
者
人
口
が
七
万
に
近

づ
き
、
高
齢
者
が
健
や
か
に

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
こ
と
が
切
実
な
社
会
的
要

求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」

は
、
そ
ん
な
願
い
を
ご
一
緒

に
実
現
し
よ
う
と
、
以
下
の

自
主
的
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

【
主
な
活
動
】

◦�

書
道
教
室　
講
師
：
森
育

子
先
生
／
開
催
日
：
毎
月

第
二
、
第
四
水
曜
日

　
※�

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◦�

俳
句
の
会　
講
師
：
久
米

川
徂
康
先
生
／
開
催
日
：

毎
月
第
三
木
曜
日

◦�

囲
碁
の
会　
開
催
日
：
毎

月
第
四
金
曜
日

◦�

花
と
社
寺
め
ぐ
り
歩
こ
う

会　
開
催
日
：
毎
月
第
二

金
曜
日

　
こ
の
ほ
か
、「
百
遊
会
」（
楽

し
い
お
食
事
の
会
）や
「
歴

史
を
歩
く
会
」（
講
師
：
西
口

順
子
先
生
）
等
が
あ
り
ま

す
。
活
動
内
容
の
詳
細
や
加

入
方
法
な
ど
は
、
医
療
生
協

内
「
百
ま
で
生
き
よ
う
会
」

事
務
局
ま
で
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
（
☎
〇
七

五
・
八
一
一
・
七
九
七
九
）。

　
「
中
野
眼
科
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
で
は
、
眼
科
専
門
領
域

の
緑
内
障
や
日
帰
り
白
内
障

手
術
、
加
齢
黄
斑
変
性
に
対

す
る
硝
子
体
内
注
射
、
緑
内

障
や
網
膜
疾
患
へ
の
レ
ー

ザ
ー
治
療
の
紹
介
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
目
の
病
気
に
つ

い
て
」
の
ア
イ
コ
ン
内
に
あ

る
緑
内
障
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
緑
内
障
の
種
類
・
検
査

方
法
・
治
療
法
、
さ
ら
に
は

中
野
眼
科
で
の
取
り
組
み
や

よ
く
あ
る
質
問
へ
の
回
答
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

に
つ
い
て
は
、「
京
都
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
よ
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
種
類
・
特
性
、
使
用

上
の
注
意
事
項
や
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
中
野
眼
科
・
京
都
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
開
設
し

て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同

組
合
の
沿
革
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

中
野
眼
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
処
方
は

中
野
眼
科
で

医療安全研修会を開催

目のトラブル防止のために

取り扱い方法を守り、
正しく使いましよう。

人によって目のコンディションやライフスタイルも違います。
自分に合ったコンタクトレンズを選んで、正しく使いましょう。
間違ったケアも目に悪い影響を与えます。日々、正しいケア方
法でしっかりお手入れをしましょう。


